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1.　はじめに
　（1）　文化とコミュニケーション
　「文化」と「コミュニケーション」の関係は相即不離である。ある二人がコミュニケー
ションを行う場合、それぞれの持つ文化的背景がそこに与える影響は極めて大きい。この
点において「コミュニケーションは文化によって規定されうる」といえる。ここでいう
「文化」とは、相対的な文化を一つの氷山に例えると、海面の下にあたる不可視的な文化
であり、価値観、行動様式や規範といった基層文化である。では海面上の、形として視え
る文化、例えば絵画、音楽、文学、詩歌などはコミュニケーションとどう関連するだろう
か。このような文化活動は近代のポストモダン化・脱神聖化の流れの中で、市民のコミュ
ニケーションの産物として、またその領域を表す記号としての役割を顕著に示すようにな
っていった。これはダダイズムの諸芸術が、世界大戦による虚無感を抱えた人々の活動か
ら生み出され、なおかつその象徴にもなった例を見ても明らかだろう。これは先ほどとは
逆で、「コミュニケーションによって文化が創出される」ケースを示している。文化とコ
ミュニケーションの関係は、この二つのケースが連環しているものだと考えられる。しか
し、「文化はコミュニケーションから独立しつつ相互依存する関係にあるのではなく、コ
ミュニケーションによって、コミュニケーションのなかで、それと共時的にそのつど生命
が与えられる記号的なものである」（板場、2010、p. 15）とも考えられるように、文化は独
立してコミュニケーションと離れて相関しているのではなく、あくまでコミュニケーショ
ンの中にあってコミュニケーションに変化をもたらす、内在的な循環器のようなものとし
て存在している。以上をまとめると、コミュニケーションのなかに文化が生まれ、その文
化が消費・記号化されつつ、コミュニケーションの流れに再還元される形で影響を与え、
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それが繰り返される、これが文化とコミュニケーションの関係であるといえる。
　（2）　サブカルチャーと若者のコミュニケーション
　この「文化とコミュニケーションの連環」を現代の観点から再考するための題材とし
て、本論文では、映画、ドラマ、音楽、マンガ、アニメなどの「現代的サブカルチャー」
と、それを取り巻く「若者のコミュニケーション」を考察する。現代の若者のコミュニケ
ーションスタイルは、享受するサブカルチャーの種類によって大きく異なる。それは、サ
ブカルチャーが持つ要素や性質、メッセージや理念が、コミュニケーターのアイデンティ
ティを支える記号として働くからである。また、極めて近い感覚や嗜好をもった人間のコ
ミュニケーションの集合によってしか、サブカルチャーが生まれなくなってきているから
でもある。これらは同時に、現代のサブカルチャーが顕著に細分化していることとも関係
している。本論ではそれを二大体系にわけることを試み、両者の分析を中心にして考察を
進める。
2.　若者のコミュニケーションと時代の変遷
　（1）　若者文化のフェイズ
　現代的サブカルチャーを生み出し、享受するコミュニケーターは、その時代ごとの「若
者」である。どこからどこまでの年齢層を若者と規定するかは議論の余地が残るが、ここ
では十代中盤から二十代後半くらいまでが、当該のコミュニケーターになると考えてよい
だろう。そして、現代的な意味で「サブカルチャー」と呼べるようなものの萌芽が、50
年代あたりにあったと考えれば、まずは「若者」をとりまく環境についてその時代からひ
もとく必要がある。宮台（2007）は、若者文化は 4つのフェイズを通過していると論じて
いる。
　（2）　第 1フェイズ─「若者」無き時代─
　戦後しばらくまでは、今でいうところの「若者」という存在が社会的に意識されること
はなく、18～ 20歳を境に「少年少女」と「大人」がいるだけであった。この時期の大衆
文化（主に冒険小説や少女文学など）の基本的なストーリーは、主人公が〈理想〉を追求
することによる〈秩序回復〉の物語だった。宮台（2007）によれば、〈理想〉とは、少年な
ら「強く正しく明るく」、少女なら「清く正しく美しく」という、大人や国が若者に要求
した姿であった。今でこそ「悪役」とされる者にも、その行為に及んだ悲哀に満ちたバッ
クボーンが語られ、生まれながらの悪は無いのだ、とされる作品が多い。しかし昔のマン
ガに見られる所謂「勧善懲悪ストーリー」では、地球を侵略する悪の軍団や、友情を引き
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裂く意地の悪い女の旧友は秩序を侵す「絶対悪」であり、「正しい〈理想〉」を持った者に
必ず敗れるという予定調和が見られる。これは大人たちが求める〈理想〉を、大衆文化を
媒介にして若者に植え付けようとしたプロパガンダ的試みがあったからである。つまり、
現代的サブカルチャーもなければ、その享受者でありコミュニケーターである「若者」も
存在しなかった。それが、第 1フェイズと呼ばれる。
　（3）　第 2フェイズ─「少年少女」の反抗・「若者」の黎明─
　これまで大人たちがコントロールしてきたはずの「少年少女」が、反抗する「若者」と
して社会に認知され始めるのが 1950年ごろであった。宮台（2007）は、石原慎太郎の作品
を引き合いに出してその現象を次のように述べている。
　石原慎太郎の『太陽の季節』（1955）の主人公は「貴様たちには何もわかりゃしない
んだ！」と叫ぶ。まさに石原がそうだったようにつくり手が〈若者〉自身になり、そ
の〈理想〉も〈大人〉の常識（世間）と異なる幸福・友情・愛・性のあり方の模索へ
と焦点が移る。ここにおいてはじめてサブカルチャーとしての「若者文化」が噴出し
たといえる。（p. 28）
　こうして若者の、若者による、若者のための文化が成立した。旧体制に反抗する彼らの
メンタリティは、新左翼運動と同調し、後の学生運動激化の下地を作っていった。この流
れは、若者による「反抗」というコミュニケーションの形で、文化が生まれたケースと考
えてよいだろう。マンガや小説に見られるストーリーも、SFのようなありそうもない話
の「代理体験」から、『太陽の季節』のように、読み手が「これは我々のことだ」と思え
る、「世間から疎外された若者」が主人公のストーリーに重きがおかれた。宮台（2007）に
よると、このようなサブカルチャーの物語（フィクション）の中に現実世界の自分と周囲
のコミュニケーションの類型を見出す世界解釈は、〈関係性モデル〉と呼ばれる。この
「若者」と〈関係性モデル〉の黎明が、第 2フェイズである。
　（4）　第 3フェイズ─「若者」の闘争終焉と「個」としての「男の子、女の子」─
　ロックやヒッピー文化の流行、学生運動の高まり、高度経済成長に乗って、若者たちが
「我々」の時代と感じられた時期も、学生紛争の度重なる敗北や連合赤軍事件により収束
し、ついに 73年のオイルショックで幕を閉じた。いわゆる世代連帯感が消失したのであ
る。一方、〈関係性モデル〉の中に、大人に反抗する若者としての「我々」ではなく、
「個」としての「私」を見出す動きが、特に少女マンガの中に表れた（宮台、2007）。それは
第 1フェイズで大人たちが理想として創り上げた、「清く正しく美しい少女」というお題
目が、次の段階のイデオロギーにとって替わられたことに起因している。それは、その幼
さ（少女性）を保持したまま性的なもの（SEX）に近づいた「女の子」という存在であ
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る。若者の初期衝動が「反抗」なのであれば、幼いながら性や異性との恋愛への衝動を秘
めた「女の子」が、「清く正しく美しい少女」へのカウンターカルチャーとして生まれた
ことは必然ともいえる。この時期から「女の子」の恋が主題となる作品が増え、それら
は、読み手が性のコミュニケーションへの焦燥を募らせる主人公に「これってあたし！」
と、自分を〈関係性モデル〉に投射する形で消費された（宮台、2007）。この個としての私
や性愛衝動を包摂した〈関係性モデル〉は、次第に少年マンガのラブコメにも引き継が
れ、後の新人類文化の誕生の布石となるのであった。72年に発表された郷ひろみのデビ
ューシングル『男の子女の子』の「夢があふれる／一度の人生／大事な時間」という一節
は、若者が、世間が要請した「少年少女」から、「男の子、女の子」へと変貌して、恋の
青春を謳歌する様を象徴的に表している。これが第 3フェイズである。
　（5）　第 4フェイズ─恋愛と性の席巻・「新人類」の誕生─
　77年の湘南ブーム・サザンオールスターズの登場を皮切りに、若者文化のサブカルチ
ャーには悉く「恋愛（性）」の要素が付いて回るようになり、第 3フェイズ以来の「恋愛
と〈関係性モデル〉の結合」は決定的なものになった。Jポップという言葉が初めて生ま
れるのは 1989年の J─WAVEというラジオ番組によるものであり（烏賀陽、2005a）、当時で
こそまだそうは呼ばれていなかったが、現在の Jポップ的なるものの隆盛はこの時期に始
まっている。Jポップと恋愛および性の結びつきについての詳述は後節に譲るが、サザン
や松任谷由美のような音楽や、松田聖子、小泉今日子、おニャン子クラブなどアイドル歌
謡の流行も、当時を象徴するムーブメントとして特筆すべき事柄である。またメディアに
おいても、フジテレビから 1983年に放送された「オールナイトフジ」がいわゆる「女子
大生ブーム」を生みだし、講談社が 1979年に刊行した「ホットドッグ・プレス」に代表
される雑誌に、デートスポットやセックスのノウハウが特集され、とにかくこの時期の主
流サブカルチャーは「恋愛と性」の要素に席巻された。これらのサブカルチャーの担い手
やフォロワーは、当時「新人類」と呼ばれ、大人たちに戸惑いを持って受け入れられた。
　（6）　第 5フェイズ─新人類とオタクの二大体系化とポストモダン─
　宮台（2007）はこれと同時に、新人類文化に依拠したサブカルチャーやそのコミュニケ
ーターのアウトサイダーとしての「オタク文化」の隆盛を挙げ、第 4フェイズとしてい
る。『サブカルチャー神話解体』は初版の発行年が 93年であるため、この時代（80年代
末）までの考察で終わっている。しかし、新人類文化とオタク文化の二大体系化は、サブ
カルチャーとコミュニケーションの分析において、第 4フェイズとは異なる段階で語られ
るべきだと考えられる。そこで、宮台論を現代的解釈にまで敷衍する意味でも、オタク文
化の黎明以降を「第 5フェイズ」と銘打ち考察を試みる。
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　新人類系の若者文化や、それを取り巻く恋愛や性を中心としたコミュニケーションは、
次第にそれについていけない人々を生みだした。彼らは、新人類的サブカルチャーのムー
ブメントを世俗的で下卑たものとして忌避し、より物語的・フィクション的なサブカルチ
ャーの世界に没頭するようになった。これが「オタク」と呼ばれる人種が生まれた経緯で
あり、オタク文化大成の下地であった。『宇宙戦艦ヤマト』（1974）、『銀河鉄道 999』（1978）
のような比較的ストーリー性の高いアニメが、70～ 80年代のアニメブームをけん引して
いた。これらは当初子供向けとされていたが、その深遠な物語世界は先述のアウトサイダ
ーたちの受け皿となり、『機動戦士ガンダム』（1979）の登場をもってオタク文化は大成を
みるに至った。また「新人類」という言葉が生まれた 1984年前後には、「ネアカ」、「ネク
ラ」という言葉も同時に流行している。新人類文化においては、男女の恋愛を中心にした
コミュニケーションに対応するため、「明るく、軽く、社交的」であることが要請された。
つまり「ネアカ」でないと新人類文化に参画できないのである。この「ネアカ VSネク
ラ」というコミュニケーション傾向の対立図式が、新人類文化とオタク文化、それぞれに
所属するサブカルチャーとコミュニケーターを二大体系化させたといえる。
　これ以降、サブカルチャーは細分化の一途をたどるようになる。それは文化における系
譜的な体系が雲散霧消し、大きな物語が終焉を迎えたポストモダンの時代であるからとも
いえるだろう。東（2001）は、オタク文化の消費様式を「動物的」と評している。「欲」に
は、特定の対象をもち、それとの関係で満たされる単純な渇望である「欲求」と、先に自
らが望む対象が与えられ、それを他者との相互干渉で間主体的に消費する「欲望」の二つ
がある。「欲求」は動物が持つもので、多面的な他者とのコミュニケーションが介在しな
いが、人間は「欲望」を持つからこそ他者との関係を意識して社会を形成できるという。
東（2001）はアメリカ型消費社会の浸透を引き合いに出し、「流通管理が行き届いた現在の
消費社会においては、消費者のニーズは、できるだけ他者の介在なしに、瞬時に機械的に
満たすように日々改良が積み重ねられている。」（p. 127）と論じた上で、ポストモダン時代
の社会は「欲求」を次々断続的に満たしていく「動物化」した社会であると論じている。
現代においてその「欲求」の解消が現代人（若者）たちのコミュニケーションの一つであ
り、そのはけ口がサブカルチャーに他ならないのである。ここでいう「欲求」は、そのま
ま「自己承認欲求」と見立てていいだろう。記号的消費が浸透した現代では、モノの消費
が直接的にアイデンティティに結びついている。つまり、自分好みのサブカルチャーを消
費することで「自分らしい自分」を認められるのである。本来「自己承認」とは、他者と
の関係の上で成り立つ、人間的な「欲望」であるはずだ。しかし東（2001）の言うように、
ニーズが機械的に生産される現代にあっては、自分を探すことそのものが欲と化している
ため、動物的な「欲求」となるのである。そのため、無限にある「自分像」を支えてくれ
るサブカルチャーも無限に供給されなくてはならないため、サブカルチャーは細分化して
208
いったのである。東（2001）は、このポストモダンにおける「欲求」の即物性をオタク文
化特有のものとしているが、これは現代の若者全般に言えることだろう。以上の新人類
系・オタク系の二大体系化と、ポストモダンにおけるサブカルチャー細分化を、現代にま
でわたる若者文化の第 5フェイズと定義づける。
　（7）　サブカルチャーに見る文化とコミュニケーションの連環
　以上述べたように、現代のサブカルチャーとコミュニケーションの二大体系化は、1980
年前後を契機としているが、そこに至るまで、「若者文化」の不在（第 1フェイズ）→反
抗する「若者」と、世界解釈の〈関係性モデル〉の黎明（第 2フェイズ）→世代連帯感の
消失による「個としての私」、「男の子、女の子」という自覚による恋愛と〈関係性モデ
ル〉の融合（第 3フェイズ）→恋愛と性の〈関係性モデル〉への完全なる包摂（第 4フェ
イズ）→アウトサイダー「オタク」の誕生と二大体系化、ポストモダンにおけるサブカル
チャーの細分化（第 5フェイズ）という流れがあった。これは、若者のコミュニケーショ
ンが、その内にサブカルチャー（文化）を生み出し、その文化は 1節で述べた「不可視的
文化」と「可視的文化」いずれも文化の循環機関に取り込まれ、それが外側のコミュニケ
ーションに還元され、コミュニケーションはまた変化したものとして流れていく、という
「文化とコミュニケーションの連環」の連続性・流動性を象徴的に示している。
3.　新人類系・オタク系の対比
　（1）　二大体系のコミュニケーション性向変数
　ここからは、二大体系の対立構造を分析するため、サブカルチャーと若者のコミュニケ
ーションの相関の、「環」ではなく「直線」的な部分に焦点を当てて考察する。現代にお
いて「新人類」という呼称は意味をなさなくなり、「オタク」という言葉もかつてとはイ
メージを異にしていることは承知の上である。しかし二大体系化が第 4～ 5フェイズ、つ
まり 1980年前後に端を発する以上、サブカルチャーとコミュニケーションの住み分けを
「新人類系」、「オタク系」と、その源流に倣って呼ぶことにする。しかし、人は必ずしも
どちらかの体系だけのサブカルチャーを享受し、コミュニケーションを行うわけではな
い。両体系は同一座標直線上の両極のようなものであり、座標点をいずれかに振らせる
「変数」が存在する。つまり二つは程度の問題であり、どちらの変数を含んだコミュニケ
ーションをどれ程行う傾向にあるかは、どちらの変数を含んだサブカルチャーをどれ程多
く享受しているかということと密接な関係を持つ。従ってこの変数は、サブカルチャー、
コミュニケーション傾向、双方に同一のものが適用される。また、必ずしも一つのサブカ
ルチャーが一方の体系の変数しか持たないということはなく、当然ながら一方の体系の変
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数のみのコミュニケーションをする人間もいない、ということは重要な前提である（図 2
参照）。
　（2）　新人類系変数
　新人類系が持つ変数は、「関係性世界解釈」、「恋愛」、「感情的」、「共感」、「楽観的」、
「ミーハー」である。以上の変数を、新人類系により近いサブカルチャー群を題材にして
検証してみる。
　まず「関係性世界解釈」には、2節で引用した宮台（2007）の概念を用いる。この変数
が高いサブカルチャーに内包されるストーリーでは、基本的に「現実で起こりうる出来
事」しか扱われない。なぜなら、受け手が現実の自分を、物語の中に見つけ、「これって
あたし !」と共感する必要があるからだ。Jポップ女性シンガー、西野カナが 2010年にリ
リースした『会いたくて 会いたくて』を例に取ってみる。ここで西野は「もう一度きか
せて／嘘でも／あの日のように／好きだよって」、「今日は記念日／本当だったら／二人過
図 1　文化とコミュニケーションの連環
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ごしていたかな」と、恋人と別れた哀しみ、恋人への未練を歌っている。受け手はこれを
聞き、西野とその恋人（と仮託した誰か）の関係性をもって、似たような経験を思い出し
て「私と同じだ !」と感じ、自らの世界解釈を支えるのである。この場合、二人の関係性
の空間（シチュエーション）のみが重要であり、時間的広がり（ストーリー性）は問題で
はない。そしてそれは、「会いたくて／会いたくて／ふるえる」彼女の感情に直結する。
このような恋愛の切なさを題材にした歌、あるいはドラマや映画にも多いが、これらは
「泣ける」という文句付きで宣伝される。その点で「感情的」であり、恋人と別れて哀し
んだ経験がなかったとしても、「共感」するのがあたりまえになされるべきこととして、
様々な文句でメディアに迫られるのである。
　また、新人類系サブカルチャーの代表である Jポップには、先述の西野の作品のよう
に、圧倒的に「恋愛」を主題にしたものが多い。これは〈関係性モデル〉が第 3～ 4フェ
イズで恋愛や性と結びついた経緯が深く関係している。しかし難波江（2004）によると、
現代においては、彼らが共感できる恋愛の喜怒哀楽が表現されているように見えて、実は
彼らの性欲望を紋切型の表現でパターン化し、それを「恋愛」として消費し続けるための
物語が、ポストモダンの流れの中で記号的に消費されているにすぎない。東（2001）が言
うこの動物的「欲求」消費は、メディアと産業が結びついて行う、ニーズの先取り生産を
誘発し、サブカルチャー側にも受け手のコミュニケーション傾向にも「ミーハー」という
変数を帯びさせることになる。
　また、「私がいるから、きみがいるから、大丈夫」というたぐいの歌詞も散見される。
嵐の『きっと大丈夫』（2006）、ファンキーモンキーベイビーズの『大丈夫だよ』（2007）、
ヒルクライムの『大丈夫』（2010）など、タイトルに「大丈夫」という言葉を冠した楽曲は
いくらでもある。この恋愛や若さを隠れ蓑に、根拠なく「大丈夫」という、若者の心もと
なさを隠ぺいする防衛機構は、新人類系の「楽観的」変数を浮き彫りにしている。
　Jポップを中心に新人類系指標の検証をしてきたが、『恋空』（2007）のような悲恋系映
画や、その元になったケータイ小説、女性ファッション雑誌、バラエティ番組やドラマな
どにもこれらの指標は多く見られる。
　（3）　オタク系指標
　オタク系が持つ指標は「物語性世界解釈」、「世界観」、「シニカル」、「耽溺・没頭」、「悲
観的」、「マニアック」である。ここでは、これらの指標をオタク系に属するサブカルチャ
ー群を引き合いに出して検証する。
　「物語性世界解釈」とは、宮台（2007）が〈関係性モデル〉の「関係性」に対応する意味
で、オタク文化特有の世界解釈の様態として名づけたものだ。前項で「関係性世界解釈」
について、関係性の空間が重要であり、時間的広がりは関係ないと述べた。「物語性世界
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解釈」はその逆で、時間軸をもった物語が問題となってくる。新人類系の「関係性」は、
サブカルチャーの中の物語に見える、主人公やその周囲とのコミュニケーションを「横の
空間（シチュエーション）的広がり」に見て、現実世界の自分のコミュニケーションと照
らし合わせて、世界解釈をする。一方オタク系の「物語性」は、『機動戦士ガンダム』が
「連邦とジオンの戦争」という決定的な時間軸をもった物語の上で、主人公アムロがさま
ざまな人間関係を通じ「時を経て」成長していくといったように、コミュニケーションを
「縦の時間的広がり（ストーリー性）」に見て世界解釈をする。そのため新人類文化より作
為性の強い、読んで字のごとく「物語」が主軸となるので、SFやロボットもののような、
現実とかけ離れたテーマになりやすい。
　ここで「物語消費論」を引き合いに出してみる。大塚（2001）は、ビックリマンチョコ
のシールを例に、物語の基幹システムである〈大きな物語〉とその断片である〈小さな物
語〉の存在を示唆している。ビックリマンのシールに描かれているのは、天使や悪魔のキ
ャラクターと、それについての他愛もない話（ノイズ）のみであるが、これらを集める
と、例えばキャラクターAと Bの抗争といったように関係性が見えるようになり、神話
のような壮大な叙事詩が浮かび上がるのである。大塚（2001）はここでいう「壮大な叙事
詩」を〈大きな物語〉、「他愛もない話」を〈小さな物語〉と規定している。そして、現代
人のサブカルチャー消費様式を、「消費されているのは、一つ一つの〈ドラマ〉や〈モノ〉
ではなく、その背後に隠されていたはずのシステムそのものなのである。しかしシステム
（＝大きな物語）そのものを売るわけにはいかないので、その一つの断面である一話分の
ドラマや一つの断片としての〈モノ〉を見せかけに消費してもらう」（p. 14）こととして、
物語消費と銘打った。これはオタク系文化に特によくみられる消費様式であり、小説やラ
イトノベルの「スピンオフ」という外伝的手法、アニメ作品の DVDに収録される特典映
像、それぞれの登場人物が歌っている（という体で役者が歌っている）「キャラクターソ
ング」のシングルカットなどに見てとれる。アニメの一話一話のみならず、これらのプロ
ダクトも〈小さな物語〉に含まれる。そして、スピンオフ作品で本編では脇役だったキャ
ラクターが主人公として描かれるのも、特典映像で本編では見られない作品世界の設定が
垣間見えるのも、その物語作品の基幹となる「世界観」＝〈大きな物語〉というシステム
があってこそだといえる。だからこそオタク文化のサブカルチャーにおける物語作品で
は、「世界観」が重要なのである。また、「世界観」を消費するために無数のプロダクト＝
〈小さな物語〉をメタ消費しなければならないため、一度好きになった作品に対する「耽
溺・没頭」を引き起こし、物語作品に対する理解や知識の深さが敬意を集める重要なファ
クターになるため、サブカルチャーに対する姿勢は「マニアック」になるのである。
　オタク文化はその成立からして、新人類文化からの脱落という要件をもっていたため、
現在も続く新人類文化の優勢に対して「シニカル」な態度をとっている。この変数が、オ
212
タク系サブカルチャーやそのコミュニケーターたちに、ある種の厭世感やインテリ気質を
植え付け、「悲観的」な変数をも有するようになった。オタク文化が、昭和文学的なもの
や思想的なものと結びつきやすいのもこの点に起因する。
　（4）　それぞれの変数の量で決まる二大体系
　新人類系変数「関係性世界解釈」、「恋愛」、「感情的」、「共感」、「楽観的」、「ミーハー」
と、オタク系指標「物語性世界解釈」、「世界観」、「シニカル」、「耽溺・没頭」、「悲観的」、
「マニアック」を並列的にみると、それらは悉く相反している。しかし先述のように、必
ずしもどちらかの変数しか持たないということはない。例えば、尾田栄一郎のマンガ
『ONE PIECE』は、海賊である主人公たちによる海洋冒険ロマンという巨大な「世界観」
を持ち、解説本が出るほど設定の追及に「マニアック」さがある。その一方で、主人公の
一味である獣人・チョッパーをはじめとするキャラクターの愛くるしさは「ミーハー」心
をくすぐり、登場人物たちの悲しい過去を「感情的」に受け取ったり「共感」したりす
る。また、椎名林檎の音楽は「恋愛」をテーマにしたものが多いが、『歌舞伎町の女王』
のように「物語」の俎上に乗せた楽曲も多く、大正ロマンを思わせるパフォーマンスが厭
世感と知性（痴性）を感じさせ、「シニカル」で「悲観的」な若者にも支持される。この
新人類系変数を多く持つコミュニケーター オタク系変数を多く持つコミュニケーター
図 2　サブカルチャーとコミュニケーター間の変数の関連
ハイブリッドなサブカルチャー
恋愛
新人類系変数 オタク系変数
感情的 共感 世界観 シニカル 悲観的
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ような一見どちらの体系に属するかわからない、ハイブリッドなサブカルチャーがある以
上、それを享受する若者たちのコミュニケーション傾向の変数とサブカルチャーの変数を
総合的に見て、その「含有量」でどちらの体系に近いかという判断によってこの論は裏付
けられる。
4.　おわりに
　コミュニケーションのモードが時代とともに変化していく裏には、必ず文化の変容があ
る。逆に文化の変容はコミュニケーションの変化という刺激がなくては起こり得ない。こ
れは、文化活動がポストモダンの流れの中で次第に大衆化し、記号消費的なコミュニケー
ションに慣れきってしまった現代においてより強く意識される。特に若者のコミュニケー
ションやその時代のヘゲモニー的な文化・サブカルチャーは、世代によってめまぐるしく
その性格を変質させていく。それは「新人類」と呼ばれたかつての若者たちが大人にな
り、自分の子供世代を「ゆとり世代」として揶揄し、たった数年前の音楽が「懐メロ」と
烙印を押され、俳優やアイドルも次から次へと使い捨てにされるような現代的構図を見れ
ば明らかである。この新たな変化を絶え間なく摂取し続ける麻薬中毒のような現代におい
て、若者たちは自分のアイデンティティをどう意識し、自分をどう律したらよいのか。そ
の処方の一つが、第 3節で述べたように、自らが取り入れる文化の性質と、自分の性格と
も置き換えられるコミュニケーションスタイルを照らし合わせるということである。これ
はどの文化がどのようなアイデンティティ形成に影響を与えるか、どのようなコミュニケ
ーションの性格を持った人に受け入れられやすいか、ひいては、この文化が覇権的である
現代とはどのような時代であるのか、ということを考察するための証左となりうる。しか
し、これ以上にサブカルチャーが細分化し、若者のコミュニケーションの変容が混迷を極
めるであろうこの先の時代には、このような体系的な考察は不可能になるかもしれない。
なぜなら、それがポストモダン時代の収束点だからである。
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